
目

次

規

則

○
青
森
空
港
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
港
湾
空
港
課
）
…
一

告

示

○
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
漁
獲
共
済
加
入
義
務
の
発
生
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
水
産
振
興
課
）
…
一

○
漁
船
保
険
付
保
義
務
の
発
生
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
公
共
測
量
の
終
了
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
監

理

課
）
…
二

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
河
川
砂
防
課
）
…
三

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
qqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
漁
船
保
険
付
保
義
務
の
発
生
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
西
北
地
域

県

民

局
）
…
五

公

告

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
商
工
政
策
課
）
…
六

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
認
可
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
建
築
住
宅
課
）
…
六

出
先
機
関

○
青
森
県
営
農
大
学
校
の
短
期
研
修
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
営
農
大
学
校
）
…
七

選
挙
管
理
委
員
会

○
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の

数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万

に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数

が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）（
事

務

局
）
…
八

規

則

青
森
空
港
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
十
二
号

青
森
空
港
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
空
港
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
十
月
青
森
県
規
則
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
の
表
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と

し
、
同
表
に
第
一
号
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一

空
港
と
神
戸
空
港
と
の
間
に
路
線
を
定
め
て

一
定
の
日
時
に
よ
り
航
行
す
る
航
空
機

令
和
二
年
三
月
二
十
九

日
か
ら
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

十
五
分
の
一

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次

青
森
県
報
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第
百
三
十
六
号

令
和
二
年三

月
二
十
五
日

（
水
曜
日
）



の
発
起
人
が
求
め
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
が
同
項
に
規
定
す
る

要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

区

域

区

分

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
平
舘
今
津

の
沢
五
の
三

福
井

裕
章

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
平
舘
今
津
才
の
神
七
一
の

六

福
井

正
実

外
ヶ
浜
第
五
区
域

外
ヶ
浜
漁
業
協

同
組
合
の
地
区

の
う
ち
、
字
平

舘
今
津

の

沢
、
字
平
舘
今

津
才
の
神
、
字

平
舘
今
津
尻

高
、
字
平
舘
尻

高
川
、
字
平
舘

今
津
間
沢
の
区

域

小
型
定
置
漁
業
と

底
建
網
漁
業
を
併

せ
営
む
漁
業

青
森
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
次
の
発
起
人
の
次
の
加
入
区
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

発

起

人

の

住

所

及

び

氏

名

加
入
区
の
名
称

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
今
別
字
今
別
三
七

野
土

一
公

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
今
別
字
中
沢
一
六
の
一
二

大
川

哲
弘

竜
飛
今
別

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
今
別
字
西
田
二
五
八
の
九
五
小
鹿

勝
男

青
森
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号

測
量
計
画
機
関
の
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

測
量
計
画
機
関

平
川
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
デ
ジ
タ
ル
空
中
写
真
測
量
、
写
真
地
図
作
成
）

三

測
量
の
期
間

令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
四
日
ま
で

四

測
量
の
地
域

平
川
市
地
内

青
森
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号

測
量
計
画
機
関
の
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

測
量
計
画
機
関

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
青
森
河
川
国
道
事
務
所

二

測
量
の
種
類
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公
共
測
量
（
三
級
水
準
測
量
）

三

測
量
の
期
間

令
和
元
年
九
月
十
九
日
か
ら
令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

四

測
量
の
地
域

五
所
川
原
市
大
字
小
曲
〜
弘
前
市
大
字
百
田

青
森
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
の
で
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
及
び
同
法
第
九
条
第
九
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
西
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

風
合
瀬
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
風
合
瀬
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平

成
十
三
年
政
令
第
八
十
四
号
）
第
四
条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事

項
次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

二

蓙
野
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
蓙
野
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

三

新
坂
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
新
坂
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

四

万
年
坂
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
万
年
坂
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

五

吾
妻
沢
四
号
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
吾
妻
沢
四
号
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊
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３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

六

栃
沢
一
号
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
栃
沢
一
号
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

七

中
浜
松
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
中
浜
松
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

解
除
す
る
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

青
森
県
告
示
第
二
百
三
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
法
第
七
条
第
四
項
及
び
第
九
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
西
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

風
合
瀬
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
風
合
瀬
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平

成
十
三
年
政
令
第
八
十
四
号
）
第
四
条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事

項
次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

二

蓙
野
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
蓙
野
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

三

新
坂
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
新
坂
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
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条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

四

万
年
坂
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
万
年
坂
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

五

吾
妻
沢
四
号
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
吾
妻
沢
四
号
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

六

栃
沢
一
号
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
栃
沢
一
号
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

七

中
浜
松
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
中
浜
松
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

１

指
定
の
区
域

西
津
軽
郡
深
浦
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
面
に
示
す
区
域

（
図
面
省
略
）

２

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四

条
の
建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
面
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

青
森
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
次
の
発
起
人
の
次
の
加
入
区
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

発

起

人

の

住

所

及

び

氏

名

加
入
区
の
名
称

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
北
金
ケ
沢
字
塩
見
形
三
一
五
の
二
小
枝

裕
幸

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
関
字
栃
沢
九
二
の
三
三

小
野

修
一

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
関
字
小
島
崎
一
三
四
の
六

田
附

直
人

新
深
浦
町

公

告
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大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
大
規

模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
ッ
グ
ア
サ
ヒ
下
田
店

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
高
田
六
九
の
一

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
横
浜
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

弘
前
市
大
字
末
広
二
丁
目
二
の
一
〇

代
表
取
締
役

荒
川

孝
男

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

区

分

変

更

前

変

更

後

変

更

年
月
日

大
規
模

小
売
店

舗
の
施

設
の
運

営
方
法

に
関
す

る
事
項

大
規
模
小

売
店
舗
に

お
い
て
小

売
業
を
行

う
者
の
開

店
時
刻
及

び
閉
店
時

刻

開
店
時
刻

午
前
十
時

閉
店
時
刻

午
後
九
時

開
店
時
刻

午
前
九
時

閉
店
時
刻

午
後
九
時

令
和二･
三･二〇

来
客
が
駐

車
場
を
利

用
す
る
こ

と
が
で
き

る
時
間
帯

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
九
時
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
九
時
ま
で

荷
さ
ば
き

施
設
に
お

い
て
荷
さ

ば
き
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
時

間
帯

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
六
時
ま
で

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で

四

届
出
年
月
日

令
和
二
年
三
月
十
日

五

届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課
及
び
お
い
ら
せ
町
役
場

２

期
間

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
お
い
ら
せ
町
役
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

六

意
見
書
の
提
出

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

１

提
出
期
限

令
和
二
年
七
月
二
十
五
日

２

提
出
先

青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課

３

記
載
事
項

㈠

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所

㈡

意
見
書
の
提
出
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

㈢

意
見
及
び
そ
の
理
由

４

言
語

意
見
書
は
、
日
本
語
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
。

市
街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
認
可

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
中
新

町
山
手
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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一

組
合
の
名
称

中
新
町
山
手
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
三
月
か
ら
令
和
六
年
三
月
ま
で

三

施
行
地
区

青
森
市
新
町
二
丁
目
五
の
一
か
ら
五
の
一
一
ま
で
、
五
の
二
五
、
五
の
二
六
、
五
の
二
八
、
五

の
二
九
、
一
〇
一
の
一
の
一
部
、
一
〇
二
の
三
の
一
部
及
び
一
〇
二
の
六
の
一
部

四

事
務
所
の
所
在
地

青
森
市
新
町
二
丁
目
五
の
五

五

設
立
認
可
の
年
月
日

令
和
二
年
三
月
十
七
日

六

事
業
年
度

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七

公
告
の
方
法

事
務
所
の
掲
示
板
の
ほ
か
、
組
合
が
適
当
と
認
め
る
場
所
に
掲
示
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
官
報
に
掲
載
す
る
。

八

権
利
変
換
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限

令
和
二
年
四
月
二
十
三
日
ま
で

出

先

機

関

青
森
県
営
農
大
学
校
告
示
第
一
号

青
森
県
営
農
大
学
校
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
三
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
短
期
の
研
修
を
行
う
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
営
農
大
学
校
長

舘

田

朋

彦

一

研
修
の
種
類
、
期
間
、
受
講
者
の
定
員
等

１

農
業
機
械
利
用
技
能
者
育
成
研
修

研
修
の
種
類

期

間

受
講
者
の

定

員

受
講
対
象
者

摘

要

農
作
業
安
全

研
修

令
和
二
年
七
月
二
十

七
日
か
ら
同
月
三
十

一
日
ま
で

六
人

農
業
者
及
び
農
業
関

係
者

大
型
特
殊
自
動

車
免
許
又
は
け

ん
引
免
許
（
い

ず
れ
も
農
耕
車

限
定
）
の
受
験

の
た
め
の
研
修

令
和
二
年
八
月
三
日

か
ら
同
月
七
日
ま
で

六
人

令
和
二
年
八
月
十
七

日
か
ら
同
月
二
十
一

日
ま
で

六
人

令
和
二
年
八
月
三
十

一
日
か
ら
九
月
四
日

ま
で

六
人

令
和
二
年
九
月
十
四

日
か
ら
同
月
十
八
日

ま
で

六
人

令
和
二
年
九
月
二
十

八
日
か
ら
十
月
二
日

ま
で

六
人

令
和
二
年
十
一
月
十

六
日
か
ら
同
月
二
十

日
ま
で

六
人

農
業
機
械
整

備
研
修

令
和
二
年
十
一
月
五

日

十
人

農
業
者
及
び
農
業
関

係
者

ト
ラ
ク
タ
ー
の

点
検
整
備
及
び

修
理

特
別
研
修

市
町
村
長
又
は
農
業

関
係
団
体
等
の
長
と

協
議
の
上
、
そ
の
都

度
実
施
す
る
。

若
干
名

各
市
町
村
長
又
は
農

業
関
係
団
体
等
の
長

と
協
議
の
上
、
そ
の

都
度
決
定
す
る
。

２

あ
お
も
り
農
力
向
上
シ
ャ
ト
ル
研
修

研
修
の
種
類

期

間

受
講
者
の

定

員

受
講
対
象
者

摘

要

シ
ャ
ト
ル

コ
ー
ス

令
和
二
年
五
月
か
ら

令
和
三
年
二
月
ま
で

五
人

研
修
終
了
後
に
、
県

内
で
独
立
・
自
営
就

農
又
は
農
業
法
人
等

へ
の
雇
用
就
農
が
見

野
菜
等
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込
ま
れ
る
者

リ
カ
レ
ン
ト

コ
ー
ス

十
五
人

既
に
農
家
等
で
研
修

中
の
就
農
希
望
者
又

は
就
農
後
概
ね
五
年

以
内
の
新
規
就
農
者

及
び
農
業
者
、
雇
用

就
農
者

二

所
要
経
費

次
の
経
費
は
、
受
講
者
の
負
担
と
す
る
。

１

農
作
業
安
全
研
修

研
修
に
使
用
す
る
燃
料
等
の
実
費
相
当
額

三
千
円

２

あ
お
も
り
農
力
向
上
シ
ャ
ト
ル
研
修

テ
キ
ス
ト
代
、
免
許
・
資
格
取
得
等
に
係
る
経
費

選
挙
管
理
委
員
会

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号

令
和
二
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分

の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る

数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
）
を
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
五

項
並
び
に
こ
れ
を
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
第
五
項
、
第
七
十
六
条
第
四
項
、
第
八
十
条
第
四

項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

一

県
議
会
議
員
及
び
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

二
一
、
九
八
六

人

二

県
議
会
議
員
及
び
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

二
三
七
、
四
一
二

人

三

県
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

東
津
軽
郡
選
挙
区

六
、
六
三
三

人

西
津
軽
郡
選
挙
区

五
、
三
五
七

人

南
津
軽
郡
選
挙
区

六
、
五
〇
六

人

北
津
軽
郡
選
挙
区

七
、
六
一
八

人

上
北
郡
選
挙
区

二
七
、
五
六
九

人

三
戸
郡
選
挙
区

一
九
、
三
七
三

人

青
森
市
選
挙
区

八
〇
、
五
七
七

人

弘
前
市
選
挙
区

四
九
、
三
一
三

人

八
戸
市
選
挙
区

六
四
、
六
二
〇

人

黒
石
市
選
挙
区

九
、
五
六
二

人

五
所
川
原
市
選
挙
区

一
八
、
九
八
〇

人

十
和
田
市
選
挙
区

一
七
、
四
四
七

人

三
沢
市
選
挙
区

一
〇
、
九
二
八

人

む
つ
市
選
挙
区

二
〇
、
八
二
七

人

つ
が
る
市
選
挙
区

九
、
三
五
一

人

平
川
市
選
挙
区

一
一
、
七
七
五

人
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